
（２）花きの輸出（各国の状況）
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● 中国では、これまで日本から
輸入している切花の主力は花
物であったが、近年、葉物・枝
物の占める割合が高くなってお
り、2019年から2021年にかけて
葉物・枝物の輸入額は、７倍に
増加。

● 花物では「グロリオサ」、葉物・枝物では「アセビ」、「ドウダ
ンツツジ」が輸入のメジャー品種。特に、「ドウダンツツジ」は、
日本からの輸入切花の中で最高値で取引されている。

● 中国の切花市場では、日本産花物よりも安価なタイ、オラ
ンダからの輸入が多い。

●一方で、葉物・枝物については、日本産「アセビ」や「ドウダン
ツツジ」の希少性や品質の良さから、日本が一定のシェアを
誇っている。

＜2020年の中国における
葉物・枝物の原産地別輸入額割合＞

＜2020年の中国における
花物の原産地別輸入額割合＞

● 現在、米国で販売されている
切花の約82%が輸入（2021年）
されており、そのうち82％が南
米から輸入している。日本を含
むアジア太平洋地域からの輸
入は３％未満。

● 南米82%の内訳は、コロンビ
ア60％、エクアドル21％。

● 南米産の花きは全ての品種
で価格競争力が強く、日本産
を含む他産地は弱い状況。

● アジアから輸入される切花
は、米国市場の2.4％。アジア
の中では、米国内で人気のあ
るランを生産しているタイが1
位となっている。

● 米国で人気のある切花は
「バラ」で、米国の切花市場で
取り扱う切花の41%を占めてい
る。その後、菊・ガーベラ、カー
ネーションと続く。

＜2021年の米国の切花における
原産地別輸入額割合＞

＜2021年の米国の切花における
アジアからの輸入割合＞

資料：（JFOODO調査資料）アジア6ヵ国・地域及び米国における農林水産物・食品8品目についての流通実態及び消費者動向
「2021年度農林水産物・食品８品目 流通調査：切花／中国・米国」
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（２）花きの輸出（今後必要とされる取組）

産地間連携により日本産花きと花文化を世界へ輸出！
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○海外の市場実態等情報収集
○花文化と併せて日本産花きの
情報発信

○長距離輸送に耐えうる品質管
理技術の向上

○海外からのバイヤーの招聘

必要な取組

今後も海外市場調査を通じ、
新たな販路を開拓！
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〈経営の現状〉
・ 全国のりんどう栽培面積の約４分の１、出荷数量の約３割を占める産地。
・ 部会員数170戸、栽培面積110ha、出荷数量 切り花：2,469万本、鉢花：14万鉢、販売額は平成17年以降、10年連続して10億
円以上を達成。

〈特徴的な取組〉
① 生産者と行政が一体となった地域オリジナル品種の育成
切り花30品種、鉢物9品種が実用化されており、品種の開発に当たっては、部会員全員を社員と

する（一社）安代リンドウ開発が八幡平市花き研究センターと共同研究契約を締結し、有望系統の
特性検定や親株育成のための試験圃場の設置・管理を担うとともに、市と専用利用者権の許諾契
約を結び、部会員だけがオリジナル品種を利用できるようにしている。また、生産者が販売額の2％
を研究協力費として拠出し、安定した組織運営と生産者の意見を踏まえた品種開発が行われる仕
組みを構築。

② 生産者の強固な結束による産地ブランドの確立
系統出荷率90％以上の共販体制による安定した出荷ロットと、全量共同育苗、全ほ場一斉巡回指導、厳しい自主検査による

高品質なオリジナル品種の生産、鮮度保持対策の徹底や出荷調整作業の機械化等のコスト削減努力により、「安代りんどう」と
いうブランドを確立し、市場での有利販売につなげている。

③ 切り花輸出と海外生産、知財輸出
平成14年からオランダへの輸出を開始し、近年は香港、シンガポール、北米など新たな販路を開拓。鉢花品種では、海外と栽

培許諾契約を締結し、知的財産の輸出にも取り組んでいる。
ニュージーランド、チリと栽培契約を締結し、海外生産を実施。季節が反対の南半球での生産により周年供給が可能。

＜参考＞花き輸出の事例

ニュージーランドとの
合同育種により開発された

「赤色りんどう」

※平成27年度農林水産祭天皇杯受賞

安代りんどう（新岩手農業協同組合八幡平花卉生産部会）
～オリジナル品種による地域一体となった世界に通用するブランド産地作り～

あ しろ はちまんたい



○ 2022年4月14日から10月９日までオランダ・アルメーレで開催された「アルメーレ国際園芸博覧会」において、
日本政府（農林水産省、国土交通省）は「SATOYAMA Farm Garden（里山の農家の庭）」をテーマに、花き・
園芸及び造園業界等の関係者の協力を得て、里山の農家をイメージした茅葺屋根の展示館と日本庭園の政
府出展を実施。

〇 日本政府出展は、屋内出展（日本展示館）と屋外出展（日本庭園）を合わせた出展全体で、公式参加者の中
で１カ国にだけ与えられる「国際園芸家協会賞」を受賞するとともに、屋内出展で「金賞」を受賞。

＜アルメーレ国際園芸博覧会の概要＞

名 称：EXPO 2022 FLORIADE （フロリアード2022）
テーマ：Growing Green Cities （成長する緑の都市）
会 期：2022年４月14日～2022年10月９日
会場規模：60ha
来場者数：約69万人

（うち、日本館入場者数：約30万人）

＜日本政府出展の様子＞

日本展示館屋内展示のようす

日本国出展外観○受賞結果
屋内・屋外出展全体：「国際園芸家協会賞」
屋内展示：「金賞」

国際園芸家協会賞

金賞（屋内出展）

農水省が屋内展示、
国交省が屋外展示を担当。

日本展示館（屋内出展）では、
「里山」の風景と日本の優れた花き・

花き文化を一体的に展示。

（１）花きの国際的評価（国際園芸博覧会への日本政府出展で「大賞」受賞）



【金賞】 エキゾチックな花

【金賞】 その他春の花【金賞】 球根類

○ 園芸博覧会で開催されるコンペティション（品種コンテスト）は、国際的に栄誉ある賞として国内外の園芸業
界関係者からも高い注目を集めている。

○ アルメーレ国際園芸博覧会においては、日本からの出品が各種コンテストで賞を受賞。
○ 多様で高品質な日本産花きの情報を発信することで輸出拡大、造園緑化技術の海外展開及びインバウンド
の促進等を期待。

↑（銀賞）舞夢白

＜アルメーレ国際園芸博覧会＞

コンテスト名 賞 品目 品種

球根類

金 チューリップ 乙女のドレス

銀 アリウム 踊る丹頂

銅 チューリップ 黄つるぎ

その他の春の花

金 ラナンキュラス 綿帽子

銀
フランネル
フラワー

ファンシー
マリエ

銅 アスチルベ ライトブルー

エキゾチックな花 金 グロリオサ ZEN

その他秋の花 銀 ボンベイケイトウ
アスカセレクト
ラビリエンス

○受賞した花き（金賞・特別賞）

富山県
チューリップ（乙女のドレス）

（株）フラワースピリット
ラナンキュラス（綿帽子）

コンテスト名 品目 品種

Floriade Excellence
Award 2022

ユリ みもり

アルメーレ国際園芸博覧会出展愛知実行委員会
（JA愛知みなみ 藤井隆志）

グロリオサ（ZEN）

上田裕介（高知県）
ユリ（みもり）

コンテスト名 品目 品種

Consumer test
（秋の花咲く室内の植物）

ルクコリア ココ

【Froriade Excellence Award 2022】

（１）花きの国際的評価（国際園芸博覧会における各種コンテスト受賞結果）



○ 北京（2019年）、アルメーレ（2022年）に引き続き、カタール・ドーハにおいて開催中の国際園芸博覧会にも政
府出展する。

○ また、2027年（令和９年）に横浜市においてA1（最上位）クラス（※）の国際園芸博覧会（我が国では1990年
「大阪花の万博」に次いで２回目）の開催を予定。

ドーハ国際園芸博覧会の概要

・名 称：EXPO 2023 DOHA
・ テ ー マ ：Green Desert, Better Environment

（砂漠の緑化、よりよい環境）
・開催期間：2023年10月～2024年３月
・会場規模：170ha（国際エリア70ha,ファミリー・文化エリア各50ha）

・参加者数：300万人
（アフリカ・中東地域における最初の国際園芸博覧会）

BIEホームページより
https://www.bieparis.org/site/en/2023-doha

横浜国際園芸博覧会の概要

・名 称：２０２７年国際園芸博覧会
・公式略称：GREEN×EXPO 2027
・ テ ー マ ：幸せを創る明日の風景

～Scenery of The Future for Happiness～

・開催期間：2027年３月～９月
・会場規模：約100ｈａ
・参加者数：1,500万人

（ICT活用等の多様な参加形態を含む）

＜開催場所位置図＞

様々なテーマ性を持つ「village」を展開し、花や緑、自然と
人とのつながりがもたらす未来の風景を表現

＜会場イメージ＞

※ 国際園芸博覧会には最上位のA1の他、B、C、Dの計４クラスがある。A1は国際園芸博覧会条約に基づく認定を得て国際博覧会として開催。

＜公式ロゴマーク＞

（２）今後の国際園芸博覧会への参加・開催について



名 称 ： 2027年国際園芸博覧会

開催場所 ： 神奈川県横浜市（旧上瀬谷通信施設の一部）

開催期間 ： 2027年3月19日～9月26日（192日間）

参加者数 ： 1,500万人

開 催 者 ： 公益社団法人2027年国際園芸博覧会協会

テ ー マ ： 幸せを創る明日の風景

Scenery of the Future for Happiness

（英語）International Horticultural Expo 2027, 

Yokohama, Japan

略称：
GREEN×EXPO 2027

• 花やみどりをベースにしつつ、食や
農、環境などにテーマを広げた博
覧会を目指す

• 自然・動植物の活用による社会課
題の解決策を世界と共有する
（SDGｓの達成やＧＸ（グリーントラ
ンスフォーメーション）の実現）

（３）2027年国際園芸博覧会の概要
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